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ハマサンゴPorites australiensisにおける変動環境への群体間応答差
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沖縄は世界のサンゴ礁分布域の中でも、比較的高緯度に位置しており、その独特の亜熱帯気候に
よって特徴付けられる。特に、沖縄本島はサンゴ礁域の北限に近く、冬季の水温はサンゴ骨格形
成の限界近くまで低下し、夏期の水温はその生存可能な範囲の上限に近くなると考えられてい
る。そのため、環境の変動が比較的激しい浅海に生息する造礁サンゴの生理には、季節的な環境
変化の影響が少なからず関与していると思われる。これまで、夏期の高水温影響による白化現象
をはじめとして、造礁サンゴにおける顕著な環境応答例が報告されている。本研究では、動的に
変動する屋外飼育環境下での連続したモニタリングをおこなう事で、沖縄特有の季節的な環境変
化がサンゴの生理状態および群体の成長にどのような影響を及ぼしているのかを明らかにする事
を目的とした。さらに、近年サンゴでは、環境応答に群体間の差異が報告されていることから、
変動環境下でのサンゴ群体の状態変化にどのような群体間差が見られるのかを明らかにすること
を試みた。実験は、2007年9月から2010年4月までの期間、琉球大学・瀬底実験施設の屋外水槽
内での連続飼育実験系にておこなった。対象とするサンゴ種には、比較的浅海に多く見られ、そ
の骨格が古環境復元にも用いられるハマサンゴPorites australiensisを用い、8クローン群体から
切り出された小群体を2群体ずつ、計16群体を計測対象とした。環境パラメータとして、水温・
光（積算光量）をデータロガーで記録した。同時に、共生藻の状態変化をモニタリングするた
め、実験期間中、PAMクロロフィル蛍光測定法を用いて、各種光合成のパラメータ（Fv/Fm・
ETR・NPQ）の計測をおこなった。加えて、水中重量法による群体成長の測定を継続しておこ
なった。共生藻類の光合成活性（Fv/Fm）には周年の変動がみられ、季節性の光・水温環境の変
化と連動していることが示唆された。群体の相対成長量（相対重量増加率）は、冬期に低く、夏
期に高い傾向を示した。通年の光合成の活性変化を比較すると、相対的変化の大きい群体から、
殆ど変化を示さない群体まで、3グループがみられた。骨格の成長速度を比較すると、光合成の
変動幅が小さいグループで成長が速く、変動幅の大きいグループでは成長が著しく遅いことが判
明した。これらの結果から、同所的に見られるハマサンゴでも、春から初夏の一時期を除いて、
年間の共生藻の光合成活性には顕著な差があり、その群体成長速度にも群体間差がみられること
が明らかになった。これらの結果は、生態学的に重要性の高い新知見を含んでおり、今後、これ
らの違いが、宿主・共生藻のどちらに由来するものなのかを明らかにする必要があると考えられ
る。
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